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　私の研究室での活動について報告する。2021年は、３年生のゼミナール履修生９名、
４年生５名のうち卒業研究履修生２名、共同研究員１名、パートタイマー１名で研究
教育活動に取り組んだ。３年生のゼミナールでは、主にヒトを対象とした行動変容に
ついての理解を深めることを目指している。最近、出版された行動分析学に関する書
籍を通読するとともに、行動分析学研究に掲載された論文を精読し、全員で議論する。
４年生の卒業研究では、自身の行動変容、心理学実験のどちらかを選び、個別に研究
をすすめながら、週に一度、全体で進捗報告する。
　私の研究は動物心理学に関わるものであり、ヒト以外の動物における心のしくみに
ついて明らかにすることを目指している。動物心理学は、実験的行動分析における刺
激性制御と考えれば、行動分析学の一分野という理解もできる。しかし、動物の心の
しくみを情報処理の過程として考え、動物種による心のしくみの多様性を進化の枠組
みで理解するということからすると、行動分析学とは異なる問題意識を持って取り組
む分野であるといえるだろう。
　相模女子大学の動物飼育室はげっ歯類専用で、私はげっ歯類のうち、マウスを対象
にした行動実験に取り組んでいる。新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立た
ないなか、動物心理学でもリモート化（オンライン化）によって研究の継続を試みた
成果も報告されている。しかし、私の実験は、リモート化が困難なため、実験室での
実験を入室者制限しながら継続してきた。幸い、動物実験室の整備が進み、2020年に
１台、2021年にはさらにもう１台、タッチモニタを取り付けたオペラント箱という実
験装置を導入できた。現在では合計４台の装置が稼働している（他に２台のオペラン
ト箱が稼働している）。最近、この装置を用いてマウスの視覚弁別実験を実施するた
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めの反応形成プロトコルを報告した（後藤・幡地, 2020）。さらに今年は、このプロト
コルを用いて実施したゲシュタルト知覚に関する実験の成果についても卒業研究生と
共著で報告できた（Goto & Watanabe, 2021）。
　私が個人的に関心を持っているのが動物の視覚情報処理である。同じ図形でも動物
によって見えが異なることを様々な実験によって明らかにしていく。2021年は、初期
視覚野における運動統合、視覚探索の基本パラダイムの作成、主観的輪郭に関する研
究を実施した。これらの研究成果について、オンライン開催となった日本視覚学会
2021年夏季大会のシンポジウム「動物の視覚認知：比較認知研究の最前線」（千葉大学）
において発表した。
　また、2020年に新学術領域「共創的コミュニケーションのための言語進化学」の公
募班に採択され、自分が認知していることを俯瞰的に認知するメタ認知に関する研究
に取り組んでいる。メタ認知の研究は、まだ端緒を掴んだ段階であり、これから研究
を展開させていきたいと考えている。
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